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圧縮磁界の印加後 2400s を境にして大きく変化し，加熱過程がこの時刻を境にしてphase 1 と phase






先行して進む密度隆起が phase 1 において観測されている。イオン温度の急激な上昇は phase 1 の
後半から起ることを確かめている。
第 6章では，加熱過程におけるプラズマの振舞について考察している。プラズマ中の電磁界と密度
分布の振舞を合せて検討した結果， phase 1 では反射イオンが発生していることが明らかになった。
また反射イオンの運動エネルギーと phase 1 の後半に観測されたイオン温度との対応を検討した結













のスペクトルプロフィルを 1 回の測定で行うために必要であり，また SN 比が可能なかぎり大きくな
るように設計を行っている。この測定器を使用し，プラズマの密度と電子温度の計測を 20ナノ秒とい
う時間分解で行い，空間分解もほぼ満足できる程度の計測を行っている。この測定結果に電磁プロー
グあるいは分光によるドプラ一計測などの結果をとり入れ磁気圧縮開始後 160ナノ秒までにプラズマ
中に発生した高速反射イオン群がプラズマ加熱に大きく寄与することを実験および理論的考察で明ら
かにしている。このような知見は核融合工学とくに高ベータプラズマの研究に貢献するところが大き
く，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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